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　　　　第12図　反射波増幅用変圧器
　　結合回路において，結合コンデンサ下部ア

　　　ドミタンスYを変えた揚合の諸特性

　　鰍禰　　鶴瓢鷲
　　　　　　　　　　　　　　　　に特性の変化を検

　　　　　　　　　　　　　　　　討すると第12図

　　　　　　　　　　　　　　　　の如くなる．これ

　　1＿＿＿＿l！＿＿⊥＿L⊥」　　　を参照して波形の

　　0　 246810KM　　　　　　　　　　　　　　　　伝送特性のよいこ
　　　C＝4000pF，1ヒ鴬500Ω
　　　　　　　　　　　　　　　　とを主脹とし，次
　　　パルス変圧器なし
　　　　第13（a）図　　　　　　　の如きものを試作

　　　　　　　　　　　　　　　　した．

　　　分圧比意　　　 ＿Pt巻数95回，

　　　　　　　　　　　　　　　　二次巻数475回，

　　　　　　　　　　　　　　　　巻数比5，遮断周

　　　　　　　　　　　　　　　　波数2．5Mc，

　　　　　　　　　　　　　　　　　変圧器の合成ア

　　　　　　　　　　　　　　　　　ドミタソスとし

　　　　　　　　　　　　　　　　て12×10－3uを

　0　　　　2　46810Km取ったため倍率は
　パルス変圧器あり（受信波増幅）　あまりえられてい

　C＝4000pF・Rなし直接変圧器へ　ないが，波形は
　　　　　第13（b）図
　　　　　　　　　　　　　　　　Back　swingなく，

変圧器の入らない場合と大差ない（第13図）．

　上述の変圧器試作には電源の電流容量については考慮

せずに行ってきたが，ここで使用しているサイラトT・y

TX－920は尖頭電流15　A定格であるから，現在の使用

状態では定数をはるかに上回って使用していることとな

る．しかし働作時間が至極短かく繰返しが少ないため充

分使用に耐えている．ただしこの事は瞬時使用といえど

も適した使用法ではないかも知れない．また送出パルス

増幅の際一次側電圧がその時定数によっては電源電圧よ

り相当低い電圧波高値しかえられない事がある．これに

対しては未だ充分検討を加えていないが，サイラトPt　y

電圧降下の低下する時定数が過大電流に対して大となる

ためと考えられる．これら電流容量，時定数の問題に対
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しては水素入小型放電管で充分問題は解決できる・この

ように電流容量が大きく且つ時定数が充分小さい電源を

用いれば更にパルス変圧器の有効な使用が可能になる．

　以上の試作に用いた磁心はパーマ戸イ及び圧粉鉄心が

主でありこれら両者は相対応した性質を有するものであ

る．本例に示した反射波増幅の場合は等価並列抵抗が低

くなり，大きな増幅特性をうる事はできなかったが，更

に厚さの薄いパーマ戸イ板を使用すれば比較的簡単に増

幅度を大とすることができる．このことは前の発射波増

幅に対してもいえることである．

7．　結 言

　以上の設計方針による変圧器を単に小型サイえトvソ

を使用した従来の装置に適用するだけで，発射波を3倍

程度まで高めることができ所期の目的を充分：果したもの

と考える．しかしサイラトvy電溜溶量から波高値のこ

れ以上の増大は現在の状態では望めないが，電流容量の

より大なるサイラト”ソを使用するだけで電源回路は従

来の簡易な状態のまま波高値を更に増大せしめる可能性

は充分にある．また磁心についてもより適当なもの，た

とえば厚さの薄いパーマロイ，またはμのより高いダ

ストコア等の使用によって更に能率のよい変圧器を作る

ことができる．しかし波形変歪の点を重視すると，パー

マロイ鉄心がより適当であると思われる．

　サイラトロソの問題及び良好なる磁心材料の適用に対

しては現在研究中である．本研究の特殊磁心材料につい

て東京芝浦電気鶴見研究所の御協力をえた事を深謝す

る．（1955．6．30）
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